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根域制限が リンゴ苗木の樹体生育に与える影響
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1 は じ め に

リンゴ園地において,新植,改植を行う場合や,腐 らん

病,紋羽病等により生じた欠木を補植する場合,花芽の着

生した大苗を定植することは早期生産を可能にする。大苗

を育成する場合,掘り上げ時の労力や,それに伴う根痛み

を軽減するためにポット等を利用した根域常1限が有効であ

る1)が ,その際用いるボットの形状について検討された例

は少ない。そこで,ボ ットの容量を統一し形状を変イヒさせ,

リンゴ苗木の生育べの影響を検討した。

2試 験 方 法

(1)供試品種及び本数

CG 80/マ ルバカイドウ台樹の `つがる'及び `ア ■タ
ゴールド'をそれぞれ 1区 7樹及び5樹供試した。

12)処理

1)苗木育成用ポット
根域制限用塗料を片面に塗布した不織布 (商品名 :ス ピ

ンアクト園芸用シート (長瀬産業KK))を裁断し,容積
を17Lで統一した4種類のポットを作成した (図 1)。

図 1 各種形態のポット

2)苗木の植え付け
1995年春に接ぎ木し,育成した 1年生の苗木を1996年 4

月に上記の各ボットに植え付けた。

ボットの培土は場内土壌 (黒ボク土)と堆肥 (商品名 :

スーパー人地 (御 みちのく有機化学))を 1対 1の割合で

混合したものを用いた。なお,培土には10L当たり熔りん

10gと 苦土石灰20gを混合した。

3)栽培管理
施肥は各年とも,4月下旬に 1樹当たり窒素 (く みあい

果樹用 S084)10gを施用し,6月上旬から7月 下旬まで ,

約10日おきに同じく窒素 (尿素)約15gを追肥した。

剪定は,1997年 4月 14日 に前年の頂端新梢の1/3と長
さ5以上の側枝を基部から剪去した。それ以降は枝の剪去

及び誘引等は行わなかった。

また,型において地上部に出た中根がポット外へ伸長 し

たため,1998年 4月 にそれらを剪去した。

13)調査項目

各年において以下の項目について調査を行った。

1996,97年 :樹高,幹周 (4月 中旬及び11月 下旬),新
梢発出角度,側枝長及び本数 (11月下旬)

1998年 :樹高,幹周 (4月 中旬及び11月 下旬),側枝長

及び本数,地上部及び根部重量,頂芽花芽分化率 (11月 下

旬)。

なお,根部重量については,根の直径により中根 (直径

3 ШⅢ以_■),小根 (同 1～ 3m),細根 (同 lm以下)に分
類し,その分類別の生体重を計測した。

3 試験結果及び考察

0)地「 部の樹体生育(1996～98年 )
1996～ 1997年の 2年間では,樹高,幹周肥大率,側枝本

数,頂端新梢長及び総新梢長について,両品種とも各処理

区間に有意な差は認められなかったが,1998年 には `ア キ

タゴールド・の樹高がII型で高く,Ⅳ型で低い傾向が見 ら

れた (表 1)。

表 1 育成期間中の樹高の推移 (単位cm)

1996年   1997年 1998生F
1型
■型

皿型

Ⅳ型

147 7ns2   194 9ns   246 4ns
1689      1997     245 1
1586      2007     2339
1533      1846     2306

つ が る

ア キ タ
ゴール ド

I型

II型

Ⅲ型

171 0ns   201 8ns   238 5ab
168 4      201 0     241 0ab

1702      2170     2543a
p′君』    1668      1924     2268b

Z:異符号はTukeyの多重検定により5%水準で有意
差あり。

樹高部位別の側枝本数と平均側枝長,及び新梢発出角度
への処理による影響は認められなかった。

1998年に行った分解調査では,主幹,側枝の生体重及び
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樹高部位別の重量の分布について両品種とも処理による差

は認められなかった。

2)花芽分化率(1998年 )
全頂芽における花芽分化率は,`つ がる'ではⅣ型がⅡ

型より,`ア ■タゴールド・ではIl型が n型より有意に高
かった (表 2)。

表2 花芽分化率 (1998年調査)

表3 根部生体重の分布 (1998年調査)

つがる
I墨 撤: 腸l出 舞 澪
IVヨ』  3226     644b    146     21 1
I]赳  9400a    92 6ns    4 2ns    3 2ns

アキタ  Ⅱ型  690 3ab  80 7     94     99
ゴールド エ型 6310b  863   45   92

Ⅳ彗』  6563b    796       88      11 6つがる (%) アキタビール ド (%)

Ⅲ型      80 3ab
Ⅳヨ望         883a
Z:異符号はTukoyの多重検定により5%水準で有意
差あり。

3)地下部の生育(1998年 )
根部の全生体重は `つがる'では有意な差が認められな

かったが,.ア ■タゴールド'では 1型が■,Ⅳ型より増大

した。また,直径別に分類した根の分布状況は,`つがる
.

では中根の割合が 1型で増加し,Ⅳ型で減少する傾向が見

られたが,`ア ■タゴールド'で は処理区間の差は見られ

なかった (表 3,図 2)。

Z:細根 :直径 l mm以下の根 小根 :直径 1～ 31mの根
中根 :直根から発出した直径 3m以上の根
y:異符号はTukeyの多重検定により5%水準で有意
差あり。

図 2 ポット別の根の状況

I型
Ⅱ型

70 7ab2

654b
459b
401b
693a
54 2ab

4 ま め

地上部の樹体生育に対するボットの影響はほとんど認め

られなかった。しかし,3年間育成後の全頂芽における花
芽の着生率について両品種に共通する傾向が見られ,I型
及びⅣ型で花芽分化率が高く,Π 型で低くなった。また ,

根の分布においてはⅣ型で中根が有意に減少し,それに伴っ

て有意差は認められないものの小根及び細根の増加が観察

された。

以上の結果から,今回供試した4つの形状の中では,樹
高や幹周の肥大に影響が無く,花芽の着生及び小根,細根
の発達が良好な,皿型又はⅣ型が有利であると思われた。
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